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	昨日の職場集会で11日の自治労全国統一行動を背景とした春闘期の道本部統一要求に係る対自治体交渉について、「自治労北海道本部　妥結基準」を一定満たしていると確認し、職場集会後、自治労上部と協議の上、全国統一行動及び前段戦術（時間外・出張拒否）を回避することとしました。
	今後も当面する人事異動や新年度からの自治体関係職場の処遇改善、2012年度職員採用など引き続き協議を継続する課題が山積です。

また、民間では16日に大手労組が集中回答を受けるのを皮切りにたたかいがヤマ場を迎えます。引き続き、自治労・連合に結集し国民春闘の勝利に向け支援・共闘を強めていきます。
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「計画案」では、住民サービスの維持と向上、今後の楽観視できない町の財政運営の下での経費節減と効率的な行政運営、そして、民間における雇用拡大が「計画の目的」の柱とされています。　


しかし、「計画案」と「報告書」を読み込み、当該職場の組合員と議論を深めるほどに、「計画案」と「報告書」に根拠性が乏しいこと、経営改善に向けたこれまでの当局の努力不足が明らかになってきました。支会別討論会でのご意見も含め、しっかり交渉します。























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


